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2008

とよひら元気印（第30回）

人　口　209,915人　　（＋121）
　男　　 98,072人　　（＋ 45）
女 111,843人　　（＋ 76）

世帯数　104,630世帯　（＋ 14）
（11月1日現在。（ ）内は前月比）
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　かつてのリンゴ畑の広がりを今に伝える環状通のリンゴ並木。そこで
収穫されたリンゴは、地域のお祭りや福祉施設、区役所などで配られ、
多くの人に喜ばれています。このリンゴ並木を守り続けているのが「美園
リンゴ会」。大宮幸一さんは、この会の会長です。
　「昭和50年に、並木に実ったリンゴの初めての収穫を祝う祭りを計画
しました。けれども、祭りの前にリンゴが全て盗まれてしまったので
す。そこで町内会の有志でリンゴ会を結成しました」。並木の見回りや
ごみ拾いなど地道な活動のかいあって、翌年には約2,500個、今では毎
年10,000個以上のリンゴが収穫されています。
　「活動の中で、会員同士の交流が深まり、それが、いろいろなまちづ
くり活動にもつながっています」と笑顔で大宮さんは話します。

リンゴを守って32年

　リンゴ会以外にも、さまざまな地域活動に取り組んでいる大宮さ
ん。長年、保護司として、罪を犯したり非行に走った人の社会復帰の
ために尽力しています。その功績が認められ、今年 5月には瑞宝双光
章を授章しました。「保護司は大変な仕事ですが、更正した人が地域
の中でまじめに働いている姿を見るにつけ、やっていて良かったと心
から思います」
　大宮さんは、地域活動には多くの人の力、特に若い力が必要だと話
します。「さまざまな世代の人と話をすると、とても良い刺激になり
ます。若い人にも町内会活動などにもっと参加してほしい。そのため
の努力も大切だと感じています」。大宮さんの熱意は次の世代の人た
ちへと伝わり、受け継がれていくことでしょう。

さまざまな世代の力を地域活動に

▲リンゴ会のメンバー（平成3年ころ）
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 さん （74）
美園リンゴ会会長　豊平区美園在住


